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症例 
患者 : 97 歳 女性  
主訴 : 心窩部痛  
家族歴  : 特記事項なし  




15mg、フロセミド 10mg、酸化マグネシウム 660mg  
 
生活歴  : 機会飲酒、Activity of Daily Living (ADL)自立、
ECOG Performance Status (PS) 0 
アレルギー : 特記すべきものなし  
現病歴  : 昼食を摂取後に心窩部痛を自覚し、当院救急
受診となった。  
入院時現症  : 身長 130.2cm、体重 33.1kg、意識清明で
Glasgow Come Scale (GCS)スコア  (E4V5M6)であった。
体温 38.1℃、脈拍 106 回 /分、血圧  146/92 mmHg、呼吸







入院時血液生化学検査：Hb 9.7 mg/dl の貧血を認めた。
白血球 8300/μL、CRP 2mg/dl と炎症反応の上昇を認め、
BUN 26.2 mg/dl、CRE 1.11mg/dl と腎機能の悪化を認め
た。静脈血中の Lactate 22 mg/dl であった (表 1)。  
 




(図 2)。  
 
図 1 . 腹部レントゲン所見  
 






図 3. 腹部単純 CT 検査所見  
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5L で洗浄を行い、左右横隔膜下と Douglas 窩にドレー
ンを留置し、手術を終了した（図 7）。  
 
図 5. 手術所見  
 
図 6. 手術所見  
 
図 7. 手術所見  
術後経過：超高齢者の緊急手術であることから術後






となった。術後 12 日目に上部消化管内視鏡施行し、  
治癒過程にある A2 の胃潰瘍を認めた（図 8）。  
 
図 8. 術後内視鏡所見  
術後 23 日目に術後経過良好で退院となった。退院時
PS は 0 であった。  
考察 
日本の総人口は 1 億 2711 万人であり、60 歳以上の
高齢者は 3392 万人 (26.7%)と年々上昇を続けている [1]。
75 歳以上は後期高齢者と区分され、その中でも 85 歳
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て検索したところ、1992 年 8 月から 2015 年 12 月まで
で 22 症例の報告があった (会議録除く )。平均年齢は















大腸 12 例（55%）、小腸 5 例（23%）、胃 3 例（14%）、
食道 1 例（4%）、十二指腸 1 例（4%）と大腸穿孔が多





は特発性 8 例（36%）、腫瘍 4 例（18%）、憩室炎 3 例
（14%）、薬剤性 3 例（14%）、GERD1 例（4%）、気腫
性胆嚢炎 1 例（4%）、PTP シート誤飲 1 例（4%）、イレ
ウス 1 例（4%）であった。特発性が最も多く、高齢者
の組織の脆弱性を反映したものと考えられた。腫瘍に
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